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｢きたえよう！やさしさ+１ ｣ 

２月の成長曲線を右肩上がりに… 

 

野菜の高騰や物価の上昇が続き、保護者の皆様も家計のやり繰りに苦慮されている頃かと思われま

す。このような物価グラフの右肩上がりは歓迎できませんが、子どもたちの成長グラフの右肩上がり

は喜ばしいことだと思います。 

さて、暖冬傾向とは言え１年中で最も寒い時期がもうしばらく続きます。 

しかし、これから季節はゆっくりと冬から春へ移り変わっていきます。この時期の動植物は、やが

て訪れる春に備えて土の中でひっそりと息をしているようです。それでも、本格的な春になって地上

に顔を出してその命を輝かせるその日のために、土の中で成長のエネルギーをためているのかもしれ

ません。 

それに対して人間は、特に学齢期の子どもたちは、私の経験上２月になると著しく成長を感じる姿

を見せるようになります。 

できることが増えた、苦手を克服した、行動に落ち着きが見られるようになった、考え方や発言に

深まりが感じられるようになった、もちろん身体も一回り大きくなったなどです。 

きっと子どもたちの心の中にも今年度の終わりが迫ってきたこと、１年を振り返る時期であり自分

の成長や課題を見直す機会が増えたこと、そして４月から１つ学年が上がることへの期待がもてるよ

うになることなどがその要因となっているのではないでしょうか。その結果として、子どもたちの中

に生まれるプラスのエネルギーを感じ、教師としてのやりがいも感じられる時期が２月だと思ってい

ます。しかも、２月は１２か月中でもっとも日数が少ない月ですので、短期間で一気に成長できるよ

いイメージにもつながります。 

私たちはこの機会を生かし、子どもたちの成長曲線をさらに右肩上がりにしていけるように、極力

前向きな言葉を掛けていき、自己肯定感や自己有用感の高揚につなげていきたいと存じます。もちろ

ん一人一人課題となる部分も残されていますが、それよりもできるだけ伸びた部分に着目した支援と

評価に心がけていく所存です。 

保護者の皆様におかれましても、少しずつ近づく春に期待を寄せながら成長して行く子どもたちの

姿を温かく見守っていただけますようよろしくお願い申し上げます。 

                                 （校長 望月 敏行） 

 

（おしらせ） 

 

 本日（１/31）「こども総合補償制度」（静岡県 PTA 連絡協議会）のご案内を配付しました。 

加入は任意ですが、内容をご確認した上で希望される場合は、各家庭で手続きを進めてくだ

さい。 

 
 



 

 

 

 

 
※お子様の下校時刻等は学年だより等を参考にしてください。 

【登下校時の送迎について】 
 １月 13 日より変更いたしました校地内でのお子さまの送迎についてご理解とご協力ありがとう

ございます。駐車場ですが、校門を入ってすぐ左の 5 台分のスペースとなっております。今までと

同じ経路での進入ではありませんので、ご注意ください。学校の周りの道路での乗り降りについて

も、近所からのご指摘があります。時間的な余裕をもち、徒歩での登下校がなるべくできるようにす

ることと、登校途中での車の乗降場所について、引き続きご協力ください。 


